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事業懇談会開催許距

たいせつなここがポイント鋸漁禦

青果物 天候不順時の対策禦

たいせつＨＯＴニュース魚

青年部春季交流会

手作り看板等製作コンクール

田んぼアートがアート部門最優秀賞

たいせつ農産物直売所情報「今が旬」魚

農業者戸別所得補償制度の

具体的内容について亨享京

ＪＡ共済からのお知らせ供

理事会からのご報告 他侠

水稲播種作業始まる（鷹栖地区 石田佑介さん水稲播種作業始まる（鷹栖地区 石田佑介さん））
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営
農
資
材
部

農
業
振
興
課

意

見

・
農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
う
農
地
の
流

動
化
・
担
い
手
不
足
が
心
配
で
あ

る
。

・
耕
作
放
棄
地
を
作
ら
ぬ
よ
う
な
取
組

み
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

回

答

農
業
者
の
減
少
に
よ
り
年
々
高
齢
化

が
進
む
中
、
耕
作
経
営
者
の
離
農
に
よ

る
農
地
賃
貸
借
が
増
加
し
、
地
域
平
均

１
戸
当
た
り
耕
作
面
積
も

ヘ
ク
タ
ー

10

ル
と
な
り
、
第
３
次
農
業
振
興
計
画
の

主
要
項
目
と
し
て
地
域
農
業
基
盤
の
育

成
と
支
援
体
制
の
充
実
を
掲
げ
、
将
来

に
お
い
て
生
産
者
が
意
欲
的
に
魅
力
あ

る
農
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
最
終
年
と
な
り
ま
す
振

興
計
画
の
実
施
方
針
や
進
捗
状
況
と
の

整
合
性
を
踏
ま
え
、
第
４
次
農
業
振
興

計
画
に
向
け
て
再
度
現
状
把
握
を
し
、

短
期
的
な
実
施
目
標
と
長
期
的
な
取
組

み
目
標
を
整
理
し
、
担
い
手
・
農
地
保

全
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

米
穀
販
売
課

意

見

・
米
の
検
査
場
統
合
に
よ
り
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
が
、
手
降
ろ
し
出
荷
に
つ

い
て
は
ス
ム
ー
ズ
な
荷
降
ろ
し
が
出

来
る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

・
検
査
場
一
元
化
に
よ
り
受
入
時
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
受
入
時
間

を
緩
和
す
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
た
い
。

回

答

米
主
産
地
と
し
て
産
地
指
定
等
の
維

持
の
た
め
施
設
調
整
米
の
拡
大
に
伴
う

効
率
的
な
集
出
荷
お
よ
び
仮
置
等
の
対

応
を
図
る
た
め
、
本
年
よ
り
所
前
（
紙

袋
）
の
出
荷
・
検
査
を
東
鷹
栖
検
査
場

（
東
鷹
栖
７
線

号
）
に
集
約
し
て
対

19

応
い
た
し
ま
す
が
、
集
荷
対
策
に
つ
い

て
早
朝
出
荷
時
間
の
延
長
等
、
柔
軟
な

対
応
を
い
た
し
ま
す
。

金

融

部

意

見

・
ク
ミ
カ
ン
の
保
証
の
考
え
方
に
つ
い

て回

答

ク
ミ
カ
ン
取
引
に
あ
た
っ
て
は
、
毎

年
営
農
計
画
に
基
づ
く
極
度
額
の
設
定

に
合
わ
せ
て
、
担
保
物
件
に
根
抵
当
権

の
設
定
か
共
済
契
約
・
定
期
貯
金
に
根

質
権
の
設
定
、
又
は
、
連
帯
保
証
人
の

徴
求
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
回
い

く
つ
か
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
農
事
組
合
内
の
繋
が
り
と
し
て
の

考
え
や
個
人
個
々
の
考
え
も
あ
り
、
実

態
を
踏
ま
え
る
と
農
協
が
統
一
し
た
担

保
・
保
証
を
進
め
る
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
ク
ミ
カ
ン
保
証
方
法
の
変

更
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
個
別
に
対
応

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ

い
。

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
の
平
成

年
度
事
業
決
算
と
平
成

度
事
業
計
画
に
つ

22

23

い
て
の
ご
意
見
ご
要
望
を
拝
聴
す
べ
く
農
協
事
業
懇
談
会
を
鷹
栖
・
東
鷹

栖
地
区
全
地
域
を
対
象
に
３
月

日
か
ら
３
月

日
ま
で
5
日
間
に
亘
り

27

31

開
催
し
、
懇
談
会
で
は
農
協
の
各
部
門
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
に
つ
い
て
、
直
ち
に
理
事
会
等
に
て
検
討
し

役
職
員
一
体
と
な
り
今
後
の
事
業
運
営
に
て
反
映
し
て
参
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
農
協
だ
よ
り
で
は
、
当
日
会
場
に
て
直

接
回
答
し
た
事
項
に
つ
い
て
割
愛
さ
せ
て
戴
く
と
共
に
意
見
に
つ
い
て
は

ま
と
め
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

農
協
事
業
懇
談
会

開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
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メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

意

見

・
燃
料
の
供
給
に
震
災
の
影
響
は
な
い

の
か
、
今
後
の
営
農
に
影
響
す
る
情

報
が
発
生
し
た
ら
随
時
伝
え
て
も
ら

い
た
い
。

回

答

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
北

海
道
で
も
一
部
精
油
所
で
被
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
本
組
合
の
両
給
油
所
を
始

め
ホ
ク
レ
ン
系
統
の
燃
料
供
給
に
ご
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
に
変
化
が
あ

る
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。今

後
も
、
ア
ロ
ッ
ク
会
員
の
拡
大
と

メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
総
合
利
用
に
よ

る
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
の
で
ご
利
用
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

総

務

部

意

見

・
今
年
か
ら
、
東
鷹
栖
地
区
の
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
が
廃
止
さ
れ
、
両
地
区
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
通
信
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

る
が
、
送
信
文
書
は
内
容
を
吟
味
し

送
信
願
い
た
い
。

回

答

新
し
い
Ｆ
Ａ
Ｘ
通
信
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
６
月
１
日
か
ら
の
稼
働
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
利
用
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
利

用
者
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
十

分
留
意
い
た
し
ま
す
。

平成23年度 ＪＡたいせつ田植等農作業料金

田植賃金等作業料金の基準額として参考されます様お願い致します。

備 考平成23年度基準額作 業 名

時給 ７００円基本料金（手植）

田植料金 実費交通費

３００円間 食

時給 ７００円水稲播種作業

１０ａ当り

５,５００円

(移動料２,５００円別)

※側条２０％増し

機械移植（植付のみ）

時給 ７００円

差苗作業

水田 除草作業

収穫作業

時給 ７００円畑作、野菜、一般作業

箱は洗って返す

（消費税は別途）
一箱 ２００円

機械移植（余り苗斡旋）

申し合わせ料金

（消費税は別途）１００円／ｋｇ余り種子

【参 考】北海道最低賃金 ６９１円（労働基準監督署 平成22年10月15日発行）
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たいせつな
ここが

ポイント！
（水稲・畑作編）

柑
夕
方
の
か
ん
水
は
厳
禁
！

夕
方
の
か
ん
水
は
、
地
温
を
下
げ

る
だ
け
で
な
く
ム
レ
苗
や
立
枯
病
な

ど
の
病
気
を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

桓
１
．
５
葉
期
以
降
の
苗
管
理

上
記
の
管
理
に
注
意
し
な
が
ら
、

寒
さ
に
も
強
い
「
ず
ん
ぐ
り
苗
」
に

育
て
ま
し
ょ
う
。
（
図
―
１
）

水

稲

天
候
の
変
動
に
十
分
注
意
し
て
、
育

苗
中
の
病
害
発
生
や
早
期
異
常
出
穂
、

移
植
後
の
植
え
傷
み
が
な
い
よ
う
適
切

な
管
理
に
努
め
、
適
期
に
移
植
し
ま
し

ょ
う
。

①
育
苗
管
理
後
半
の
注
意
点

敢
先
の
水
滴
は
健
苗
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

早
朝
、
苗
の
葉
先
に
水
滴
が
付
く

の
は
、
根
が
床
土
に
あ
る
水
分
を
吸

水
し
て
い
る
た
め
で
健
苗
な
証
拠
で

す
。
（
写
真
―
１
）
過
度
の
か
ん
水

は
根
が
ら
み
が
悪
く
な
り
、
軟
弱
な

苗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

図－１

棺
育
苗
箱
処
理
の
病
害
虫
防
除

本
田
初
期
害
虫
（
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム

シ
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
等
）
や
い
も

ち
病
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
育

苗
箱
処
理
の
殺
虫
剤
ま
た
は
殺
虫
殺
菌

剤
を
決
め
ら
れ
た
使
用
量
で
施
用
し
ま

し
ょ
う
。
少
な
い
使
用
量
で
は
持
続
効

果
も
半
減
し
、
追
加
防
除
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
表
―
１
）

備 考使用量成分数薬剤名

移植2日前～移植当

日に散布し、潅水

する。

成苗ポット

30g/箱

マット･型枠

50g/箱

２ルーチンアドマイヤー箱粒剤

１

アドマイヤーＣＲ箱粒剤

アドマイヤー箱粒剤

プリンス粒剤

移植2日前～移植当

日に潅注する。

成苗ポット

500倍300ml/箱

マット･型枠

500倍500ml/箱

アドマイヤー顆粒水和剤

18

煙昼夜とも肩･裾を大きく開放し外気温に苗を馴らす。
煙この時期は箱内を適湿に保ち乾燥させない。
煙苗の栄養向上のため追肥を行う。

18 20 10

煙高温を避けて、徒長防止に努める。
煙早生品種は早期異常出穂の要因となる事があるため、2.5
葉期以降は25℃以上の高温にしない。

【根の発根を高める】
１～２葉ぐらいまでの間は、かん水を控えめにし、根の発

育をはかる。
【2.5葉期以降の栄養向上】

適湿に保ち、栄養不足にさせない。
初生葉や第１葉が黄化したら栄養不足です。マット･ポッ
トとも追肥を的確に行う。

写真―１

中苗マットの追肥

1.0～1.51回目

2.0～2.52回目

移植直前3回目

表－１
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②
本
田
準
備
と
移
植

敢
初
期
生
育
を
良
く
す
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
水
田
を
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
起

耕
作
業
を
行
い
、
砕
土
性
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

柑
代
か
き
は
水
田
の
均
平
と
と
も
に
漏

水
を
防
ぎ
、
土
を
柔
ら
か
く
し
て
移

植
に
備
え
る
た
め
に
行
い
ま
す
が
、

土
を
練
り
す
ぎ
る
と
透
水
性
が
著
し

く
悪
化
し
、
移
植
時
も
深
植
え
に
な

り
や
す
い
の
で
「
砕
土
は
丁
寧
に
、

代
か
き
は
適
度
に
あ
っ
さ
り
と
」
の

心
構
え
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

桓
施
肥
チ
ッ
ソ
量
が
多
い
と
タ
ン
パ
ク

含
量
が
高
ま
り
、
食
味
は
低
下
し
ま

す
。
ほ
場
毎
に
適
正
な
施
肥
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
ン
パ
ク
含
量
を

低
下
さ
せ
る
た
め
に
は
、
初
期
生
育

の
促
進
が
必
要
で
す
。
側
条
施
肥
や

表
層
施
肥
な
ど
を
導
入
し
、
初
期
茎

数
の
確
保
を
図
っ
て
下
さ
い
。

③
移
植
時
の
注
意
点

Ⅰ
．
移
植
予
定
日
が
低
温
・
強
風
時

の
場
合
は
無
理
に
移
植
せ
ず
天
候

の
回
復
を
待
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
．
植
付
け
の
深
さ
は
２

程
度
と

cm

な
る
よ
う
調
整
し
、
第
一
鞘
高
が

埋
没
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ

い
。

Ⅲ
．
移
植
後
の
水
管
理
は
、
移
植
直

後
と
低
温
強
風
時
は
４
～
６

程
cm

度
の
水
深
、
苗
が
落
ち
着
い
た
２

日
目
以
降
の
晴
天
日
は
１
～
３
cm

程
度
の
浅
水
管
理
を
行
っ
て
水
温

・
地
温
の
上
昇
を
図
り
、
活
着
を

促
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
入
水
は
夕
方
か
ら
早
朝

に
実
施
し
、
日
中
は
止
水
と
し
、

か
け
流
し
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

④
水
田
除
草
剤
は
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う使
用
農
薬

回
成
分
以
内
に
抑
え
る

11

た
め
に
も
初
期
除
草
剤
の
使
用
は
で
き

る
だ
け
避
け
、
止
む
を
得
ず
使
用
す
る

場
合
は
、
ほ
場
を
限
定
し
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
初
中
期
一
発
除
草
剤
の
使
用

の
際
は
、
代
か
き
か
ら
移
植
ま
で
の
日

数
を
３
～
５
日
間
と
し
て
使
用
時
期
を

設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
期
を
逸
さ

な
い
た
め
に
も
早
め
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

※
尚
、
配
布
し
て
お
り
ま
す
「
た
い
せ

つ
な
育
苗
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

栽
培
基
準
」
を

参
考
に
農
薬
使
用
成
分

回
以
内
を

11

目
指
し
、
適
切
な
薬
剤
散
布
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

畑

作

編

①
小
麦

秋
小
麦
の
眼
紋
病
対
策
…
秋
小
麦
の

連
作
ほ
場
や
低
温
・
多
湿
の
場
合
に
多

発
し
や
す
い
の
で
、
５
月
上
旬
の
幼
穂

形
成
期
後
に
「
キ
ン
セ
ッ
ト
水
和
剤

」
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

80
除
草
剤
散
布
…
春
小
麦
（
初
冬
ま
き

・
慣
行
）・
秋
小
麦
の
後
期
除
草
剤

は
、
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ
ソ
ー
ダ
塩
ま
た
は
バ

サ
グ
ラ
ン
液
剤
」
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。
尚
、
使
用
す
る
場
合
は
高
温
時

に
効
果
が
高
い
こ
と
か
ら
、
気
温
20

℃
以
上
の
時
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

（
表
―
２
）

分肥量(kg/10a)

肥料名品 種 止葉期

(５月下旬)

幼穂形成期

(５月上旬)

20kg20kg硫安きたほなみ

使用期限対象雑草10a当り薬量使用時期薬 剤 名

収 穫

45日前
広葉雑草

300g幼穂形成期(春)秋まき小麦

MCPソーダ塩

200～300g麦の５葉期春まき小麦

100～150朱幼穂形成期(春)秋まき小麦

バサグラン液剤

100～200朱麦の５葉期春まき小麦

表－２

秋まき小麦の分肥の目安
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②
豆
類

ほ
場
の
準
備
…
収
量
低
下
の
要
因
と

し
て
「
出
芽
不
良
」
や
「
雑
草
害
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
砕
土
不

良
」
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
出
芽
や

除
草
剤
効
果
に
も
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
丁
寧
な
砕
土
作
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

酸
度
矯
正
…
大
豆
ほ
場
の
適
正
ｐ
Ｈ

は
、
６
．
０
～
６
．
５
で
す
。
土
壌

診
断
を
行
い
適
正
ｐ
Ｈ
で
作
付
を

し
、
良
質
な
大
豆
生
産
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

適
期
は
種
…
は
種
適
期
は
5
月
中
旬

～
下
旬
で
す
。
地
温

℃

以
上
で

10

出
芽
期
に
晩
霜
の
無
い
時
期
に
は
種

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

６
月
に
入
っ
て
か
ら
の
は
種
は
減

収
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
適
期
は

種
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
は
種

後
は
鎮
圧
を
し
、
除
草
剤
の
効
果
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

除
草
剤
散
布
…
除
草
剤
の
効
果
が
収

量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
除
草
剤

に
よ
り
使
用
時
期
が
異
な
り
ま
す
の

で
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

栽
培
基
準

（
畑
作
編

８
ペ
ー
ジ
）
」
を
参
考

に
適
切
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
の
青
果
物
の
栽
培
に
お
い
て

「
低
温
・
日
照
不
足
」
「
降
霜
」
「
高

温
」
と
い
っ
た
天
候
不
順
が
発
生
し
た

場
合
、
状
況
ご
と
の
適
切
な
対
策
・
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１
．
施
設
野
菜

「
低
温
・
日
照
不
足
」

・
育
苗
ハ
ウ
ス
の
保
加
温

（
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
の
使
用
、
ト
ン

ネ
ル
の
二
重
被
覆
、
電
熱
線
の
利

用
、
不
織
布
の
利
用
）

・
定
植
時
の
地
温
確
保

（
高
畝
ベ
ッ
ド
、
マ
ル
チ
ン
グ
の
実

施
、
温
水
の
か
ん
水
）

・
臨
機
応
変
な
ハ
ウ
ス
の
開
閉
に
よ
る

夜
温
確
保

・
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
確
保

（
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
等
）

・
ト
ン
ネ
ル
被
覆
資
材
は
透
明
な
き
れ

い
な
も
の
を
使
用

・
不
織
布
に
よ
る
べ
た
が
け
・
小
ト
ン

ネ
ル
の
設
置
（
葉
菜
類
）

・
追
肥
や
葉
面
散
布
に
よ
る
生
育
回
復

・
ハ
ウ
ス
内
最
低
気
温
の
確
保

・
透
光
率
の
高
い
資
材
使
用

・
適
切
な
保
温
に
よ
る
、
最
低
気
温
の

確
保

・
換
気
は
午
前
中
に
行
い
、
気
温
を
確

保
す
る

「
降
霜
対
策
」

・
二
重
ト
ン
ネ
ル
の
使
用
が
必
須

・
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
確
保
（
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ー
タ
ー
等
、
加
温
機
の
サ
ー
モ
を

チ
ェ
ッ
ク
）

・
ハ
ウ
ス
側
面
下
方
等
の
隙
間
は
塞
ぐ

・
ト
ン
ネ
ル
被
覆
は
早
め
に
か
け
る

・
加
温
設
備
に
よ
り
最
低
気
温
を
確
保

す
る

・
温
度
計
の
設
置
は
成
長
点
の
高
さ
に

す
る

・
循
環
扇
な
ど
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
の
空

気
循
環

「
高
温
対
策
」

・
換
気
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
温
度
管
理

・
遮
熱
、
遮
光
資
材
の
被
覆

・
天
窓
、
妻
窓
の
設
置

・
循
環
扇
な
ど
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
換
気

・
作
物
の
蒸
散
量
に
応
じ
て
か
ん
水
量

を
調
節
す
る
（
果
菜
類
）

２
．
露
地
野
菜

「
低
温
・
日
照
不
足
」

・
ト
ン
ネ
ル
等
は
裾
ま
で
確
実
に
密
閉

す
る

・
キ
ャ
ッ
プ
や
不
織
布
の
小
ト
ン
ネ
ル

の
設
置
（
果
菜
類
）

・
不
織
布
の
小
ト
ン
ネ
ル
の
設
置
す
る

（
葉
菜
類
）

「
降
霜
対
策
」

・
パ
オ
パ
オ
等
べ
た
掛
け
資
材
の
被
覆

に
よ
る
保
温
（
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
大
根
、
人
参
等
）

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
で
は
早
期
収
穫

と
霜
害
に
あ
っ
た
も
の
は
で
き
る
だ

け
早
く
撤
去
す
る

「
高
温
対
策
」

・
ト
ン
ネ
ル
等
は
上
方
ま
で
開
放
す
る

日照量を確保して成長の促進を。

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天天
候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候候
不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不
順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

青
果
物

天
候
不
順
時
の
対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

寒 刊苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅
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Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
青
年
部
で
は
、
４
月

１
日
、
部
員

名
の
参
加
の
も
と
春
季

25

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
旭
川
で
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深
め
つ
つ

も
、ス
ト
ラ
イ
ク
、ス
ペ
ア
が
多
発
し
、ハ

イ
ス
コ
ア
を
争
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

優
勝
に
は
東
鷹
栖

区
の
梶
本
毅
さ

20

ん
が
受
賞
し
、
部
長
賞
に
は
東
鷹
栖
23

区
の
松
木
良
介
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
後
は
、
場
所
を
移
し

て
懇
親
会
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く

な
る
春
作
業
や
今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

に
向
け
て
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

「「「「「「「「「「
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘
らららららららららら
っっっっっっっっっっ
きききききききききき
ょょょょょょょょょょ
うううううううううう

「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」」」」」」」」」」」

入入入入入入入入入入
荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷
入
荷
鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

南
さ
つ
ま
産
「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」

が
今
月
中
旬
よ
り
入
荷
い
た
し
ま
す
。

ら
っ
き
ょ
う
は
中
国
か
ら
薬
用
植
物

と
し
て
伝
来
し
ま
し
た
。
ら
っ
き
ょ
う

に
含
ま
れ
て
い
る
ア
リ
シ
ン
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
の
働
き
を
活
性
化
し
、
健
骨
・

殺
菌
・
整
腸
・
発
汗
・
利
尿
な
ど
に
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」
は
ら
っ
き
ょ
う

漬
け
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
食
用
サ

ラ
ダ
ら
っ
き
ょ
う
な
の
で
、
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
和
え
や
お
か
か
和
え
、
酢
み
そ
和

え
、
そ
し
て
か
き
揚
げ
と
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
方
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
召
し
上
が
っ
て
み
ま
せ

ん
か
!?

ま
た
、
直
売
所
店
内
に
は
Ｊ
Ａ
た
い

せ
つ
地
域
で
取
れ
た
新
鮮
な
野
菜
が
い

っ
ぱ
い
並
ん
で
お
り
ま
す
の
で
ご
来
店

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
規
出
荷
者
大
募
集
！

組
合
員
な
ら
誰
で
も
出
荷
で
き
ま
す
！

・
毎
日
出
荷
で
き
な
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
出
荷
で
き

ま
す
。

・
新
鮮
な
野
菜
で
あ
れ
ば
少
量
品
目

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

直
売
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
活

動
と
し
て
行
わ
れ
た
平
成

年
度
手
作

22

り
看
板
等
製
作
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
ア
ー
ト
部
門
の

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
４
月
５
日
に
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
札
幌
で
行
わ
れ
た
北
海

道
農
協
青
年
部
協
議
会
第

回
定
期
総

60

会
に
て
、
松
田
直
人
青
年
部
長
が
表
彰

を
受
け
ま

し
た
。

も
う
す

ぐ
今
年
度

の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
作

業
が
始
ま

り

ま

す

が
、
よ
り

よ
い
も
の

を
お
見
せ

で
き
る
よ

う
地
域
一

体
と
な
っ

て
取
り
組

む
所
存
で

す
。

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
せせせせせせせせせせ
つつつつつつつつつつ
青青青青青青青青青青
年年年年年年年年年年

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
青
年
部部部部部部部部部部部

春春春春春春春春春春
季季季季季季季季季季
交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流
ボボボボボボボボボボ
ウウウウウウウウウウ
リリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンン
ググググググググググ
大大大大大大大大大大

春
季
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会会会会会会会会会会会

手手手手手手手手手手
作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりり
看看看看看看看看看看
板板板板板板板板板板
等等等等等等等等等等
製製製製製製製製製製
作作作作作作作作作作
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
クククククククククク
ーーーーーーーーーー

手
作
り
看
板
等
製
作
コ
ン
ク
ー
ルルルルルルルルルルル

田田田田田田田田田田
んんんんんんんんんん
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
アアアアアアアアアア
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
ががががががががががが

アアアアアアアアアア
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
部部部部部部部部部部
門門門門門門門門門門
最最最最最最最最最最
優優優優優優優優優優
秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀

ア
ー
ト
部
門
最
優
秀
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

営
業
時
間

時
～

時

10

17

定

休

日

毎
週
月
曜
日

Ｔ

Ｅ

Ｌ

５
７
‐
２
１
４
１

平成22年度田んぼアート

ほうれん草やアスパラなど
旬の野菜が並んでおります。
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１
．
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

（
１
）
趣
旨

単
収
や
品
質
の
向
上
に
向
け
た
農
業

者
の
努
力
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
数
量

払
を
基
本
と
し
つ
つ
、
営
農
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
最
低
限
の
額
を
営
農
継

続
支
払
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

８
月
～
９
月
頃
に
ま
ず
営
農
継
続
支

払
を
交
付
し
、
そ
の
後
、
出
荷
・
販
売

数
量
が
明
ら
か
と
な
っ
た
段
階
で
数
量

払
の
額
を
確
定
し
、
先
に
交
付
さ
れ
た

営
農
継
続
支
払
の
金
額
を
差
し
引
い
た

額
を
追
加
で
交
付
し
ま
す
。

（
２
）
交
付
単
価

①
営
農
継
続
支
払

前
年
度
の
成
績
払
の
換
算
面
積
に
基

づ
き
２
．
０
万
円
／

ａ
を
交
付
し
ま

10

す
。

②
数
量
払
の
作
物
別
平
均
交
付
単
価

表
―
１
参
照

注
：
小
麦
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
・
中
華
麺

用
品
種
（
キ
タ
ノ
カ
オ
リ
、
は
る
き
ら

り
、
ハ
ル
ユ
タ
カ
、
春
よ
恋
）
を
作
付

け
た
場
合
は
、
数
量
払
に
２
，
５
５
０

円
／

を
加
算

60
kg

（
３
）
営
農
継
続
支
払
の
交
付
対
象
者

対
象
畑
作
物
の
前
年
産
の
数
量
払

（
平
成

年
産
は
成
績
払
）
が
あ
る
者

22

で
す
。

な
お
、
そ
ば
、
な
た
ね
に
つ
い
て
は
、

前
年
産
の
出
荷
・
販
売
実
績
を
証
明
出

来
る
書
類
を
有
す
る
者
で
す
。

（
４
）
営
農
継
続
支
払
の
交
付
対
象
面
積

営
農
継
続
支
払
は
、
畑
の
作
付
面
積

を
把
握
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

地
域
が
多
く
、
共
済
引
受
面
積
の
確
定

が
８
月
以
降
に
な
る
地
域
も
多
い
こ
と

か
ら
、
数
量
払
の
支
払
い
前
に
営
農
継

続
支
払
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
当
面
は
前
年
産
の
生
産

面
積
（
農
業
者
の
前
年
産
の
数
量
払
の

対
象
数
量
を
道
平
均
の
実
単
収
で
換
算

し
た
面
積
）
に
基
づ
き
支
払
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

（
注
：
前
年
産
の
数
量
払
の
対
象
数
量

は
、
今
年
の
場
合
は
成
績
払
の
数
量
で

す
。
）

ま
た
、
営
農
継
続
支
払
は
、
数
量
払

の
内
金
と
し
て
一
定
額
を
先
払
い
す
る

も
の
で
す
の
で
、
数
量
払
を
大
幅
に
超

過
し
た
金
額
の
交
付
金
を
支
払
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
交
付
対
象
面
積
は
、

①

対
象
作
物
ご
と
の

年
産
の
成

22

績
払
の
対
象
数
量
の
換
算
面
積
の

合
計

②

対
象
作
物
ご
と
の

年
産
生
産

23

数
量
目
標
の
換
算
面
積
の
合
計
を

比
較
し
て
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の

面
積
を
し
て
い
ま
す
。

麦
、
大
豆
の

年
産
の
換
算
面

22

積
は
農
政
事
務
所
か
ら
５
月

日
31

ま
で
に
各
農
業
者
に
面
積
通
知
書

（
様
式
第

号
）
で
通
知
し
ま

11

す
。

（
５
）
数
量
払
の
交
付

収
穫
後
に
出
荷
数
量
が
確
定
し
た
段

階
で
、
数
量
払
の
交
付
単
価
を
乗
じ
、

既
に
お
支
払
い
し
て
い
る
営
農
継
続
支

払
を
差
し
引
い
た
額
を
交
付
し
ま
す
。

２
．
水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金

（
１
）
趣
旨

水
田
で
麦
、
大
豆
、
米
粉
用
米
、
飼

料
用
米
等
の
戦
略
作
物
を
生
産
す
る
農

業
者
に
対
し
て
、
主
食
用
米
並
み
の
所

得
を
確
保
し
得
る
水
準
の
交
付
金
を
面

積
払
で
直
接
交
付
し
ま
す
。

（
２
）
交
付
対
象
者

販
売
農
家
ま
た
は
集
落
営
農
が
対
象

で
す
。

（
３
）
戦
略
作
物
助
成

表
―
２
参
照
（
農
協
や
実
需
者
等
と

表―１ 数量払いの作物別平均交付単価

平均交付単価対象作物

6,360円／60kg小麦

5,330円／50kg二条大麦

5,510円／50kg六条大麦

7,620円／60kgはだか麦

11,310円／60kg大豆

6,410円／㌧てん菜

11,600円／㌧でん粉原料用ばれいしょ

15,200円／45kgそば

8,470円／60kgなたね

今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
る
戸
別
所
得
補
償
に
つ
い
て
、
各
所
得
補
償
交
付
金
や
、
規

模
拡
大
加
算
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ら
の
申
請
・
交
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
のの

具
体
的
内
容
に
つ
い
て

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
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出
荷
・
販
売
契
約
等
を
締
結
し
、
出
荷

・
販
売
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
）

（
４
）
産
地
資
金

地
域
の
実
情
に
即
し
て
、
①
戦
略
作

物
の
生
産
性
向
上
等
の
取
組
、
②
地
域

振
興
作
物
の
作
付
、
③
備
蓄
米
の
生
産

に
取
組
む
農
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

３
．
米
の
所
得
補
償
交
付
金

（
１
）
趣
旨

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産

を
行
っ
た
販
売
農
家
・
集
落
営
農
に
対

し
て
１
．
５
万
円
／

ａ
の
交
付
金
を

10

交
付
し
ま
す
。

（
２
）
交
付
対
象
面
積

交
付
対
象
面
積
は
、
主
食
用
米
の
作

付
面
積
か
ら
、
自
家
消
費
相
当
分
と
し

て
一
律

ａ
を
控
除
し
た
面
積
に
な
り

10

ま
す
。

４
．
規
模
拡
大
加
算

（
１
）
趣
旨

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
を
通
じ

て
、
面
的
集
積
さ
れ
た
農
地
に
新
た
に

利
用
権
の
設
定
（
６
年
以
上
）
を
し
、

規
模
拡
大
し
た
場
合
に
、
設
定
し
た
年

度
に
２
万
円
／

ａ
を
交
付
し
ま
す
。

10

（
２
）
対
象
と
な
る
農
地

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
者
（
農

地
の
借
り
手
）
が
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
と
協
議
・
調
整
を
し
て
、
農

地
を
面
的
集
積
す
る
た
め
に
新
た
に
利

用
権
を
設
定
（
設
定
期
間
６
年
以
上
）

し
た
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
交
付
対
象
条
件

規
模
拡
大
加
算
の
交
付
対
象
と
な
る

の
は
、
次
の
①
か
ら
⑧
の
要
件
の
す
べ

て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
存
続
期
間
６
年
以
上
の
利
用
権
の

設
定
で
あ
る
こ
と
。

②
新
た
な
利
用
権
の
設
定
で
あ
る
こ

と
。

③
面
的
集
積（
※
）さ
れ
た
利
用
権
の

設
定
で
あ
る
こ
と
。

④
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
者
に
対
し

て
行
わ
れ
た
利
用
権
設
定
で
あ
る

こ
と
。

ア

耕
作
の
事
業
に
供
す
べ
き
農

地
の
す
べ
て
を
効
率
的
に
利
用
し

て
耕
作
の
事
業
を
行
う
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

イ

耕
作
の
事
業
に
必
要
な
農
作

業
に
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

⑤
農
地
所
有
者
か
ら
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
団
体
に
貸
付
先
を
問
わ
な

い
貸
付
委
任
等
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

⑥
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
こ

と
。

⑦
世
帯
員
の
間
で
の
設
定
で
は
な
い

こ
と
。

⑧
一
戸
一
法
人
の
経
営
者
及
び
そ
の

世
帯
員
の
当
該
法
人
へ
の
利
用
権

の
設
定
で
は
な
い
こ
と
。

（
※
）
面
的
集
積
の
考
え
方

同
一
の
集
積
対
象
者
に
よ
っ
て

経
営
さ
れ
る
２
筆
以
上
の
農
地

（
農
作
業
受
委
託
は
除
く
）
が
ま

と
ま
り
を
構
成
し
て
い
る
も
の

（
以
下
①
～
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
）
を
い
い
ま
す
。
ま

た
、
１
筆
で
あ
っ
て
も
１

以
上

ha

の
面
積
を
有
す
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
面
的
集
積
し
て
い
る
こ
と
と

し
ま
す
。

①
畦
畔
で
接
続
し
て
い
る
。

②
農
道
又
は
水
路
を
挟
ん
で
い

る
。

③
各
々
一
隅
で
接
続
し
て
い
る
。

④
高
低
差
が
農
作
業
に
支
障
が
な

い
。

⑤
耕
作
者
の
宅
地
に
接
続
し
て
い

る
。

⑥
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
一
連

の
農
作
業
を
継
続
す
る
の
に
適

当
と
認
め
る
も
の
。

表―２ 戦略作物助成交付単価

交付単価対象作物

3.5万円／10ａ麦、大豆、飼料作物

8.0万円／10ａ米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用米

2.0万円／10ａそば、なたね、加工用米
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平成23年度水田活用の所得補償交付金体系図
80

70

80,000産
地
資
金
助
成
（
担
い
手
・
一
般
）

6040,000
（担い手）28,000

（担い手）

50

40

15,000
（担い手） 28,000

（担い手）

3035,00035,000

戦
略
作
物
助
成

2025,000
（一般）

25,000
（一般）

25,000
（一般）

10

20,000
（一般）

20,000
（一般）

20,00020,000

0
金額
単位
千円

地力
増進
作物

景観
形成
作物

花卉・果樹
採種雑穀
小豆・雑豆
その他の作物

野 菜備蓄米
新 規
需要米

加工米
なたね

そ ば
飼料
作物

小 麦
大 豆

作物名

20,00025,00025,00065,00020,00080,00020,00048,00050,00063,000担い手
20,00025,00025,00025,00020,00080,00020,00020,00035,00035,000一 般

25,00025,00025,00061,00080,00020,00020,00045,00058,000参考
25,00025,00025,00010,00080,00020,00020,00030,00038,00022年

*担い手は、地域水田農業ビジョンの担い手です。

各交付金の交付スケジュール（平成23年度）

４月 ～ ６月
24年

１月 ～ ３月10月 ～ 12月７月 ～ ９月
23年

４月 ～ ６月

⇒

交
付
申
請

⇒

交
付
申
請

畑作物の
所得補償交付金

⇒

交
付
申
請

米及び水田活用の
所得補償交付金

米価変動補填
交付金

再生利用加算

加
算
措
置

緑肥輪作加算

⇒

③
交
付
申
請

⇒

②
交
付
申
請

⇒

①
交
付
申
請

交付申請時期
（※）に応じて、
規模拡大加算の
支払いを実施

規模拡大加算

⇒

交
付
申
請

収入減少影響緩
和対策（ナラシ）
加入申請・積立
申出書を提出

収入減少影響緩和
（ナラシ）交付金

※規模拡大加算の交付申請時期は①８月末、②11月末、③２月末までになります。

①支払

1.交付申請書

2.営農計画書

を提出
現地確認

再生利用加算

緑肥輪作加算

②支払 ③支払

ナラシ
交付金

積
立
金
納
付

営農継
続支払

第１回目数量払

米価変動
補填交付
金

畑地の
産地資金

第２回目数量払

大豆、てん菜、
でん粉原料用
ばれいしょ

麦、そば、
なたね

米の所得補償
交付金
水田活用の所
得補償交付金
（水田の産地
資金含む）
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一
、
農
協
事
業
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い

て
平
成
二
十
二
年
度
決
算
並
び
に
平

成
二
十
三
年
度
計
画
等
に
つ
い
て
、

農
事
組
合
・
町
内
会
の
懇
談
会
を
三

月
二
十
七
日
よ
り
三
十
一
日
の
五
日

間
で
実
施
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
農
事
組
合
活
動
費
の
支

出
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
保
護
等
管
理

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
の
よ
り
厳
格
な

運
用
の
た
め
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者

保
護
等
管
理
規
程
一
部
改
正
に
つ
い

て
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

三
、
「
余
裕
金
運
用
等
に
係
る
リ
ス
ク

管
理
手
続
き
」
に
定
め
て
い
る
「
重

要
な
運
用
方
針
・
リ
ス
ク
管
理
方

針
」
の
決
定
つ
い
て

「
余
裕
金
運
用
等
に
係
る
リ
ス
ク

管
理
手
続
」
に
基
づ
く
重
要
な
運
用

方
針
・
リ
ス
ク
管
理
方
針
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
鷹
栖
町
米
麦
改
良
協
会
役
員
の
推

薦
に
つ
い
て

鷹
栖
町
米
麦
改
良
協
会
理
事
に
松

原
剛
志
代
表
理
事
専
務
を
推
薦
す
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
ブ
支
援
募
金
に
つ
い
て

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
巨
大
地

震
や
津
波
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
を

受
け
た
東
北
の
被
災
県
並
び
に
道
内

の
被
災
漁
業
団
体
支
援
の
た
め
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
支
援
募
金
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

失失失
失失失
失失失

失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失

失失失失失
失失失失失
失失失失失
失失失
失失失
失失失
失失
失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日
第
十

七
回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て

協
議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
６
日

企
画
会
議

４
月
８
日

農
事
組
合
長
・
町
内
会
長

会
議

４
月

日

第

回
理
事
会

15

18
第

回
理
事
会

19

４
月

日

第
８
回
通
常
総
代
会

22

第
１
回
理
事
会

監
事
会

４
月

日

春
の
園
芸
市
（
～

日
）

23

24

４
月

日

水
田
農
業
推
進
協
議
会
総

27

会

４
月

日

春
の
園
芸
市

29

４
月 「

た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
みみ

今
回
、
青
果
物
の
栽
培
に
お
け
る
天

候
不
順
時
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
出
荷
さ
れ
る
方
も
自
家
野
菜
を

栽
培
さ
れ
て
い
る
方
も
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

よよ
いい
食食
クク
イイ
ズズ

よよ
いい
食食
クク
イイ
ズズ

Ｑ
「
キ
ャ
ベ
ツ
を
漢
字
で
書

く
と
「
甘
藷
」
で
あ
る
。
ウ

ソ
？
ホ
ン
ト
？

Ａ

ウ
ソ
。

普
段
、
漢
字
で
書
く
機
会

は
な
い
で
す
が
、
キ
ャ
ベ
ツ

「
甘
藍
（
か
ん
ら
ん
）
」
と

書
き
ま
す
。
ち
な
み
に
「
甘

藷
（
か
ん
し
ょ
）
」
と
は
サ

ツ
マ
イ
モ
の
こ
と
で
す
。

※
出
展
：「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
知
っ
て
ト

ク
す
る
『
よ
い
食
』
ド
リ
ル
」
を
基
に

作
成

職

員

採

用
紹
介

組
合
員
の
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
５
月
２
日
付
採
用
）

遠
藤

里
江
（
嘱
託
職
員
）

（
鷹
栖
支
所
管
理
金
融
課

管
理
・
融
資
経
営
相
談
係
）




